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ア‐ トプロジェクトの構築 I
～ アー トとしての

″
モノ
″～
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Construction of an art project t6rnatreett

- ttMONO" regarded as an art -

Kin'ya Mnrsrrtvroro, Taheshi Ann, Chikako Nnzu, Eve Ettoo,

Hitorni Saru,rt, Atsuko Snrnaoonr and Machiko Oorxn

三重大学教育学部で開催されている 「芸術プログラム」において、大学院生が中心となってク
ーゲルバーンを

用いた 「アートプロジェクト」を企画し、実践を行った。この 「アートプロジェクト」は、子どもや家族を含め

た参加者全員が一つの芸術作品である楽器を作り上げ、最終日に音楽セッションを行うというものである。本稿

では、この 「アートプロジェクト」を、芸術作品すなわち
“モノ"を作り上げるという視点でとらえ、プロジェク

ト全体を構築する過程を追うことにより、教育学部で培うべき実践的な力量を明らかにしようとするものである。

1.芸 術プログラムとアー トプロジェク ト

「芸術プログラム」とは、二重大学教育学部の音楽、美術、技術、保健体育、家政など、様々な専門

分野の教員や学生を中心としたスタッフが、子ども達やその家族と過ごす 「72時間の活動」全体を企

画 ・立案、さらには実践をするものである。学生や院生にとっては、主体的に取り組むボランタリァな

活動ではあるが、その活動はt授 業や研究会と往還する位置付けにあり、実践的な力量を形成するため

の学びの場ともなっている
キ
t

本年度は大学院生が中心となって、一つの楽器 (以下、
“matree"とする)を つくり上げるという

「アートプロジェクト」を実施した。
“matree"は、4日間を通して参加者全員が関わるコトを象徴する

モノであり、最終日の音楽セッションに用いる楽器でもある。

なぜ、「72時間」の実践を 「芸術プログラム」と称するかは、活動計画、カリキュラム、電算プログ

ラム、学習計画、番組、催し公演、解説を加えたパンフレットなど、【program】が内包する多義の意

味合いを掬い、統合した活動として意味づけるためである
・2。

一方、【prdect】には、企画、研究課題、自主研究など能動性が含まれるだけではなく、映写する、

自己・資質 ・感情 ・信念などを表明する、自己・思考などを向ける、観念などを人・物などに投影する、

客体 ・客観化するなど、自己との相互作用を含む意味合いがあることから
・3、
本稿では

“matree"の活

動を 「アートプロジェクト」と呼ぶことにする。

2002(平成 14)年度から4回 目を迎えた 「芸術プログラム」には、通底するテ
ーマが存在している。学

生、スタッフは、「72時間」のために、数ケ月をかけて綿密に企画し準備をするものの、子ども達や家族と

接する 「現場」では、状況に即した 「判断」が必要な場面が発生し、その都度プログラムは壊され、新しく

」
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